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[Ⅳ]攣厘器及誘導電塵

調整器
Transformers andInduction

Voltage Regulators

電力用攣J窒器

Eleetric Power Transformers

昭和25年琵に放て日立製作祈で製作された攣匪器ほ

多数あるが､その内で代表的なものは日本顎迭電東新

攣雷所用33,0001くVA,≡相欒医者であろう｡木器は

第l国に示す様に屋外用迭抽迭風冷却式であり､その

最も特徴とする祈ほ､一次及び二次繰輪に静

置を施した粘で線路より

遮蔽装

入Lて来る衝撃波を此り襲

置に依って端巻線に比較的均等に分布せLめ線輪借匿

生ずるストレスを極度にやわらげたもので工場内衝撃

第1固 自費東新潟欒竃所柄

33,00OkVA3¢欒屡器

Fig.133,000kVA3¢Forced

blast type,tranSformer

F14-F140-R/133/RRl

Oilcirculation air

for Higashiniigata

S.S.Nippon Hassoden KK

2固 日聾東新雪男攣電所柄33,000kVA 3¢ 欒塵界中身

外用送油風冷型 蔽付

ig･2 F147-F140-R133/虫66ノR66/kV50%33,00OkVA

3¢Transformerinner bodywith static shiled

for Nippon]汀assoden K.K.

汲試験の

詔高

異質害に封L甚だ有数な結果を京L､今後の

用欒匪器等の設計に重要な資料を挺供Lた｡第2

固はその中身構造を元す｡

附属冷却器ほ冷却能率のよいエロフィン管を活用L2･

群に分割Lてあるが1群で60ク昌の負荷に充分な容量を

持っている｡叉オイルユソサべ←クーほ窒 封入型を探

用L泊劣化防止に備えている｡概略仕様を次に京す｡

型式 AFOCq3YMC

容量 1次 30,000kVA

2;究 33,000kVA

3次15,000kVA

琶匪 1次147-140-133kV

2衣 66kV

3攻11kV

周波数 50`も

結線 1次 屋形 中性粘抵抗接地
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2次 星形 中性粘滑弧線輪接地

3衣 三角形 非接地

3500kV箇撃波寄生装置の完成､従来2000kVの衝撃

波叢生装置を備えて､サージの問題を究明していたが､

今同超高墜迭電線の計蓋等に封威するため､3,500kV,

76,600ジュールの衝撃波襲生装置を工場試験用とLて

完成した｡0.5microFの葛 器を40個用いたもので

今後の此の方面の研究に偉力を萎揮するものと期待され

ている｡

日下製作中のもので､特記すべきものに沖沌島迭欒屈

設備15,000kVA69kV3相欒重器以下十数そのものが

あり､アルゼンチン･エスカバ変電所用10,000kVA3

相攣庭器と共にASA及びNEMAに準濾した特別高性

能を要求されたもので臼太技術を海外iこ問う試金石とし

て注目に低いし､叉印度マドラス護電所用12,500kVA

3相33kV萱撃墜器は B.S.S.に準旗し而も熱博規格に

依るもので日:本校術の海外紹介に絶好の機合を輿えられ

ている｡

誘導

誘導電】堅調整器

Induction Voltage Regulator

堅調重器も､各配電合祀､或は事

て､900kVA O.F,屋内外用多数のものが製作さjtた｡

之等は 動を防止する酉己 サービスの面に大きく

役立っており､今後園内整備の進むにつれ益々多く

されて来る傾向にある｡

静電蓄電器

Static Condenser

昭和25年に完成し

に四囲配

た静電蓄プ

桐66kV静 蓄

語の中で特記すべきもの

静がある｡之は特に高い

壁用として注目に値する他､回路操作用とLて碍子

断誅が使用された最初のものであり､現地に於ける

試験の 果甚だ好成績を得たのである｡即ち従来此の級

の電墜のものは再粘孤の問題が不可避と一段iこ考えられ

ていたものであったが､此の蜜鞄試験の結果は再粘孤一

同以下という仕嵐こ完全に合格したのであって将来更に

論 第33奄 第1競

第3固 鉄工品貿易公園翻(南鮮)屋外用三相誘導電歴

調整器 900kVA 3,300V±330V60Q▽

Fig.3 900kVA3Induction Regulator for South

Korea

高匪謬 蓄 器の使用に封する障害を完全に解決した｡

柱上攣歴器

PoleMounting Transformers

第4固 相6,000Ⅴ配電用襲塵界
Fig.4 A Top View ofThree Phase Pole

Mounting Transformer for6,000V Distribution.
ヽ



昭和25年度･日立技術の成果

1.軍備≡線式に切換

配電線内の揖炭塵渦､竃匪降下低減の矧こ濁柏三繰式

配 の必要が痛感されるに至ったが､従来の桂上襲撃匪器

では負荷を常に平衡させるか､2墓を直列に使用する外

節5固 スタ
ッド型畢相陛上欒度器

Fig.5 A Top View of Stud typel¢Transformer.

第6固 スタ
ッド型三相杜上攣歴器

Fig.6 A Top View of Stud type3¢Transformer.

なく､不可能若しくは低能率連綿となって効果を減

殺する不便があった｡

この要望に麿えて昭和25年3月より汎用全股の

低墜雀腺を交叉結線(InterleavedConnection)に

設計欒更した｡従来品との
.■リ

■

三｣の標示を掲げ更に容量文字を餞線色に塗って配

電合祀関係の歓迎を受けた｡

2･スタッド彗廷を生

j′

低匪巻硯の引出線をスタッド型(Stud Type)と

した撃相10kVA の裁板ケース製品を量産に移し

た｡従来のリード線方式との調達を考えてスタッド

第7固 抽入防爆型小型欒

Fig･7 QilImmersed Explosion

Proof Transformer.

35

の先にカムプリック繰を附属させて急激な欒化を避け

た0この外高低匪ブッシ∵/グ共コムパウンドを使周せ

ず､スプリングを締金具による取付構造として運搬中等

のプッシ∴ノダ破損の保修を簡優にした｡

3･≡相6JOO()Ⅴ配 用欒匿器生産

構造が徒らに複裸になることを避けて6000V級タッ

プの-㌔とし､代りに高低堅共中性報を引出し便宜を計つ

た中性粘引出部のプッシソングは暗應色に焼成したもの

を用い識別を容易にしている｡

4.ぎ由入

検式番親

防二

第8園

Fig.8

抽入防爆塑車上墜券群

A GroupofQilImmersedExplosion

Proof Transformers.

(以下第51頁へ撞く)




